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（下伊那地域） 
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   事 業 内 容         

 

                          

                          

                          

                          

                          

                             【ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる植栽作業】 

                          

                               

                         

 

 

 

   事 業 効 果                    【目標・ねらい】 

●住民参加・協働による環境保

全活動の推進          

●景観整備の推進         

●               

  

 

 

                                                 

 

    

 

   今後の取り組み    

 

 

 

 

 

 

 

※自己評価欄は「Ａ」90％以上「Ｂ」70～89％「Ｃ」50～69％「Ｄ」49％以下で示すこと。 

事業名 花木の植栽による景観整備協働事業 
事業主体 
（連絡先） 

根羽村 
根羽村役場 総務課(0265-49-2111) 

事業区分  
事業タイプ ソフト 
総事業費 1,358,000 円（うち支援金：1,358,000 円） 

（活動写真）

等

自己評価（事業実施率）【Ａ】 

自己評価（目標達成率）【Ａ】 

 村では国県道沿いを中心にハナモモ、広葉樹等の植栽

を進め、多くの人に季節を感じ、楽しんでもらえる空間

づくり推進してきましたが、今回、村で花木の苗を購入

し村民、団体からの応募を受け、協働で植栽を行うこと

により、景観整備を推進するとともに、協働の推進を図

る。                        

                         
                         
                        

 今回の事業実施に伴い、村内に植栽実施について募集

をした所、10 団体（個人含む）から応募があり、作業

予定等を考慮の上、６団体を選定し、彼岸桜、しだれ桜、

イロハモミジ、岩ツツジ、レンゲツツジ、ハナモモ併せ

て 495 本、芝桜 1,650 株の植栽をボランティアで行い、

景観整備が推進されるとともに、住民参加、協働による

環境保全活動の推進に繋がる。            

                         

                         

 今回初めて村内にボランティアでの植栽作業を募集した所、10 団体（個人含む）から応募が

あり、住民の意識の高さを再認識することができた。これまでの森林整備に加え、景観整備・環

境保全の為の植栽作業を住民ボランティアを含めた協働実施で推進し、景観整備の推進等を図る

とともに、今後は遊休農地解消の施策の一環としても、花木の植栽を進めていきたい。     

                                           

                                           


